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【
問
】
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定
時
に
は
、ま
ち

づ
く
り
中
学
生
会
議
が
行
わ
れ
た
が
、今
回
、

代
わ
り
に
若
者
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
位
置
付

け
た
理
由
は
。

【
答
】
よ
り
多
く
の
子
供
の
意
見
を
聴
く
た
め
、

小
学
５
年
・
中
学
２
年
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

う
が
、高
校
生
や
大
学
生
世
代
を
対
象
に

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、就
職
や
進
学

な
ど
に
伴
い
自
身
の
居
住
地
が
左
右
さ
れ
る

年
齢
層
の
生
の
声
を
聴
き
た
い
と
考
え
た
。

【
問
】
平
成
23
年
の
改
正
地
方
自
治
法
の
施
行

に
よ
り
、総
合
計
画
の
策
定
義
務
が
な
く

な
っ
た
が
、廃
止
や
代
替
な
ど
、他
の
先
進

事
例
は
検
討
し
た
の
か
。

【
答
】
廃
止
な
ど
を
念
頭
に
置
い
た
調
査
は
し

て
い
な
い
。10
年
先
を
見
据
え
た
未
来
像
や
、

そ
の
実
現
に
必
要
な
目
標
、施
策
等
を
定
め

る
総
合
計
画
は
、一
貫
し
た
方
向
性
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
を
計
画
的
に
推
し
進
め
る
た
め

に
必
要
か
つ
重
要
と
考
え
、策
定
す
る
も
の
。

市
民
文
教
委
員
会

政
策
課
題
調
査
特
別
委
員
会

　

小
坂
井
中
学
校
校
舎
改
築
等
基
本
計
画
（
案
）

に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
と
お
り
で
す
。

９年度の工事着手に向け、着実に事業を進める

市民と行政が一体となって取り組むまちづくりの方針を策定

委員会で調査を行いました

2
月
19
日

3
月
11
日

　

第
７
次
総
合
計
画
策
定
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

主
な
質
疑
・
答
弁
は
次
と
お
り
で
す
。

【
問
】
全
棟
建
て
替
え
と
し
た
理
由
は
。

【
答
】
主
な
理
由
と
し
て
は
、建
物
の
老
朽
化
が

進
行
し
、全
体
的
な
改
善
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、さ
ら
に
、屋
内
運
動
場
は
校
舎
側
の
敷

地
内
へ
の
移
転
が
必
要
だ
が
、建
て
替
え
対

象
で
な
い
校
舎
を
残
し
た
配
置
が
困
難
で
あ

る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。一
番
の
理
由
は
、生
徒

に
負
担
の
少
な
い
改
築
計
画
に
す
る
点
を
重

視
し
、最
も
工
事
期
間
が
短
い
上
に
、引
っ
越

し
回
数
が
少
な
く
、安
全
に
工
事
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
た
め
で
あ
る
。

【
問
】
生
徒
や
教
員
、地
域
住
民
が
利
用
し
や
す

い
施
設
と
す
る
た
め
、バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
な

ど
の
設
計
の
進
め
方
は
。

【
答
】
学
校
は
災
害
時
の
避
難
所
と
し
て
の
役
割

な
ど
も
あ
る
た
め
、設
計
に
お
い
て
は
、関
係

法
令
や
文
部
科
学
省
の
学
校
施
設
整
備
指

針
な
ど
に
準
じ
た
計

画
と
す
る
こ
と
や
、公

共
施
設
等
の
整
備
事

例
を
参
考
に
す
る
な

ど
し
て
進
め
て
い
く
。

委員会で行った調査について、主な質疑・答弁を掲載します。

委員会とは？

　議員全員が参集する本会議
の下審査機関として、専門的・
能率的な審査や、重要な事柄
についての調査をするための
会議です。

常 任 委 員 会
　部門別に、本会議から付託された議案や送付された陳情の審査、所管する
事項の調査などを行う委員会で、以下の４つの委員会があります。

総 務 委 員 会	：危機管理課、企画部、総務部、財務部、消防本部、他	
	 	 の委員会の所管に属さない事項に関すること	
福 祉 委 員 会	：福祉部、子ども健康部、市民病院に関すること	
市民文教委員会	：市民部、教育委員会に関すること	
産業建設委員会	：産業環境部、建設部、都市整備部、上下水道部に関す	
	 		ること

特 別 委 員 会
　常任委員会とは別に、市の重要な課題など特定の事柄について、専門的
に審査や調査を行う委員会です。政策課題調査特別委員会、予算特別委員会、
決算特別委員会があります。

所
管
事
務
調
査

小
坂
井
中
学
校
校
舎
改
築
等
基
本
計
画（
案
）

第
７
次
総
合
計
画
策
定
方
針（
案
）

Q

A

こ ん な こ と を 聞 き ま し た
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委員会の行政視察報告　～先進地を視察しました～

議会運営委員会

総務委員会

秦野市議場にて

深谷市議場にて

１月15日 神奈川県相模原市 IＣＴを活用した議会運営

１月16日 栃木県小山市 議会改革推進協議会の答申及び小山市議会災害 
  対応計画

１月17日 神奈川県秦野市 IＣＴ、議場大型スクリーンを活用した議会運営

１月23日 埼玉県深谷市 書かない窓口
１月24日 東京都日野市 書かない窓口

　秦野市では、市民に親しまれる議会を目指し、議会改革の一環としてタブ
レット端末の導入と、本会議場に150インチのスクリーン・プロジェクターを
設置しています。グラフや写真などの資料を大型スクリーンに投影すること
で、論点が分かりやすくなり、より活発な議
論が展開されるとともに、市民に対しても理
解しやすい議会運営が行われています。
　今後、本市において分かりやすい議会運営
を進めるにあたり、大変参考になりました。

　深谷市では、市民に優しく、分かりやすい窓口の実現を目指して、２年７
月の新庁舎オープンに合わせ、書かない窓口を開始しました。
　各種証明書の申請の際には、本人確認書類を提示し、必要書類を伝え、
印字された用紙への署名を行うことで申請が完了します。この取り組みによ
り、手続きに係る待ち時間の短縮や、コスト
の削減につなげることができています。
　本市における今後の窓口体制を考えてい
く上で、先進的な取り組みは大変参考になり
ました。
（不参加委員：倉橋）

　市議会では、市の各種施策について、全国
の議会関係者の皆様からの視察の受け入れを
行っています。
　視察では、事業の概要等の説明後、質疑
応答や意見・情報交換を行い、三河国分尼寺
跡史跡公園については現地視察も行いました。
　豊川市にお越
しいただき、あり
がとうございまし
た。

行政視察の受け入れを行いました

１月 16日

２月 １日

  

２月 ５日

２月 ７日 

２月 ８日

岩手県盛岡市議会

東京都小金井市議会

	

新潟県長岡市議会

山梨県笛吹市議会	

大阪府箕面市議会

「町内会電子回覧板の運用」

「公契約条例」

「町内会電子回覧板『結ネット』
導入の実証実験」

「電子町内回覧板『結ネット』」

「三河国分寺跡及び国分尼寺跡
の活用等」

「重層的支援体制整備事業」

三河国分尼寺跡史跡公園の現地視察

委員会等で行ったその他の調査
	 2 月	 6日	 市民文教委員会	 「文化財保存活用地域計画（案）」
	 2 月	 9日	 議会協議会	 「マニフェスト工程計画」
	 3月	 8日	 総務委員会	 「一宮地域交流会館（仮称)基本設計説明書（案）」
	 3月	 11日	 産業建設委員会	 「ホテル・バンケットルーム誘致事業」「下水道使用料の算定」
	 4月	 1日	 政策課題調査特別委員会	「庁舎整備に向けた議会機能に関する照会調査の回答（案）」
	 5月	 10日	 市民文教委員会	 「６年度教育委員会の所管施設に係る指定管理者の指定方針」


